
91 

 

内陸地震の予測と活断層評価－その現状と課題－ 

京都大学准教授 

遠田晋次 

 

 内陸直下型地震は、地下数 km～十数 km で起こる断層運動により発生する。その

断層による「ずれ」が地表に到達・出現したものを地震断層という。約千年～数万

年間隔で繰り返される断層運動（大地震）によって、地震断層のずれが集積し地形

に刻まれたものが「活断層」である。現在の内陸地震の予測は、この活断層の評価

によって成り立っている。特に、阪神・淡路大震災以降、全国約 110 の主要活断層が

調査され、2005 年に「確率論的地震動予測地図」が公表された。しかし、最近 10 年

間、内陸被害地震は主要活断層から離れた比較的確率の低い地域に続発した。しか

も、ほとんどが地表に地震断層を残していない。過去約 90 年間でも、マグニチュー

ド（M）７以上の地震で約 40％、M6.5 以上で約 20％しか明瞭な地震断層が残されて

いない。すなわち、活断層から地震発生を予測する現状評価では、M７前後の地震の

多くが見落とされる。したがって、大小多数の断層が網目状に密集する日本列島で

は、主要活断層の個別調査のみではなく、中小規模の断層や火山周辺の地殻構造等

も含めた地震発生場の総合理解が不可欠である。また、複数の断層をシステムとし

て捉え、地震活動の連鎖などを考えた予測手法の開発が今後重要となろう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔講演２〕内陸地震に関する話題 
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